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～市の記念事業を市民とともに気運醸成～ 

市内の小学生・中学生・高校生の協力のもと 

「福生市制施行 50 周年記念」に向けたロゴマークを制作します！ 

 

 

 

 

 

■デザイン案は都立福生高等学校の美術部が制作 

ロゴマークのデザイン案については、都立福生高等学校の美術部に制作を依頼しまし

た。福生七夕まつりで福生駅構内に展示する「巨大貼り絵」でお馴染みの美術部が、今

回、「福生らしさ」、「明るい未来が広がっていく」をイメージし、3つのデザイン案を制

作しています。 

  

■3 つのロゴマーク案から小・中学校の子どもたちの投票で決定 

 福生市は、かねてから「子育てするならふっさ」を合言葉に、さまざまな施策を実施し

てきました。今回の市制施行 50周年では、そんな福生市の未来を担う子どもたちにロゴ

マークを選んでもらいます。 

 市内の小・中学校計 10校の児童・生徒を対象に、3つのロゴマーク案への投票を行い、

9月中旬に決定する予定で、市のホームページ内の市制施行 50周年記念事業ページや広報

ふっさなどでお知らせします。 

決定したロゴマークは、今後、記念事業の印刷物や記念グッズなどに表示し、市制施行

50周年のシンボルとして活用していきます。 

 

 

【問合せ】総務課総務係  ☎042-551-1576 

福生市は、令和 2年に市制施行 50周年を迎えます。今後展開する記念事業の取組を広く

PRしていくため、都立福生高等学校の美術部および市内の小・中学校の児童・生徒の協力

のもと、記念のロゴマークを制作します。 

今回、市民の方々とともに市制施行 50周年の気運醸成を図る目的から、都立福生高等学

校の美術部に複数のロゴマークのデザイン案の制作を依頼し、市内小・中学校の児童・生

徒による投票により、9月中旬にロゴマークを決定します。 

 


